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(モルヒネ硬膜外腔投与の心臓および腎臓交感神経活動へ及ぼす影響)
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論文内容の要旨
少量で有効な鎮痛法であるモルヒネ硬膜外腔投与(以下，硬膜外モルヒネとする)は.脳幹部または脊
髄で自律神経系に作用して循環動態に影響を及ぼす可能性がある。今回，硬膜外モルヒネの交感神経活動
に対する影響を調べた。
【対象および五法】
αークロラロースで麻酔した描30匹を，生理食塩水硬膜外投与群(コントロール群:n= 5)， モルヒ
ネの静脈内投与群 Cn=5)，胸部硬膜外 CT7/8)投与群 Cn=9)，腰部硬膜外 CL7/S)投与群 Cn=6)， 
迷走神経切除および頭動脈澗神経，大動脈神経切除後にモルヒネ胸部硬膜外投与(除神経群:n= 5)の
5群に分けた。モルヒネ200μg/kgCO.2ml/kg)，または生理食塩水O.2ml/kgの投与直前，投与後15，30， 
60， 90， 120分と，ナロキソン200μg静脈内投与15分後に，平均動脈圧 CMAP)，心拍数 (HR)心臓交
感神経活動 CCSNA)，腎臓交感神経活動 CRSNA)を測定した。分散分析およびScheffるの検定を用い，
Pく0.05を有意差ありとした。
【結果】
コントロール群で‘は全ての測定値に変化はなかった。モルヒネ静脈内投与群ではMAPのみ軽度ではあ
るが有意に低下しナロキソンで回復した。胸部硬膜外モルヒネ群，腰部硬膜外モルヒネ群ともにMAP，
HR， CSNA， RS汗Aは著しく侭ドした。これらの変化はナロキソンで桔抗された。除神経群でもモルヒ
ネ投与により， MAP， HR. CSNA は同様の変化を示した。
【結論】
硬膜外モルヒネは投与部位にかかわらず，心臓および腎臓交感神経活動を抑制し，血圧低下.心拍数減
少に関与することが示唆された。
3命 文審査の結果の要旨
少量で有効な鎮痛法であるモルヒネ硬膜外腔投与〈以下，硬膜外モルヒネとする)は，脳幹部または脊
髄で自律神経系に作用して循原動態に影響を及ぼす可能性がある。今回，硬膜外モルヒネの交感神経活動
に対する影響を調べた。
α ークロラロースで麻酔した描30匹を，生理食~水硬膜外投う群〈コントロール群; n= 5)， モルヒ
ネの静脈l付投与群 (n=1))，胸椎T7-8硬膜外投勺群 Cn=9)，腰部L7-S硬膜外投守群 (n= 6)，迷走神
経切除および頚動脈桐神経，大動脈神経切除後にモルヒネ胸部硬膜外投与群(除神経群， n~ のの 5 群
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に分けた。モルヒネ200μg/kg(0.2mllkg)，または生理食塩水O.2mllkgの投与直前，投与後15，30， 60， 
90， 120分と.ナロキソン200μg静脈内投与15分後に，平均動脈圧 (MAP).心拍数 CHR)心臓交感神
経活動 CCSNA)，腎臓交感神経活動 CRSNl¥)を測定した。分散分析およびScheffeの検定を用い，
pく0.05を台ー意差ありとした。
コントール群では全ての測定値に変化はなかった。モルヒネ静脈内投与群ではMAPのみ軽度ではある
が台ー意に低下しナロキソンで回復した。胸部硬膜外モルヒネ群，腰部硬膜外モルヒネ群ともにMAP，
HR. CSNA， HSNAは著しく低下した。これらの変化はナロキゾンで桔抗された。除神経群でもモルヒ
ネ投与によりMAP.HH， CSNAは同線の変化を示した。
硬膜外モルヒネは投与部位にかかわらず，心臓および腎臓交感神経活動を抑制し血圧低下，心拍数減
少に関与することが示唆された。
以上のことから，本論文はモルヒネ硬膜外腔投与が心臓および腎臓交感神経活動へ及ぼす影響を明らか
にし今後の研究および臨床診療に寄与すると考えられる。よって，本研究者は博士(医学)の学仲.を授
与されるに値するものと判定された。
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